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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第58期

第１四半期連結
累計期間

第59期
第１四半期連結
累計期間

第58期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日
　至　平成23年３月31日

売上高（百万円） 24,812 25,905 123,023

経常利益（百万円） 266 327 2,127

四半期（当期）純利益（百万円） 148 182 1,126

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△324 45 518

純資産額（百万円） 47,590 47,652 47,978

総資産額（百万円） 72,965 70,385 70,743

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
5.99 7.39 45.50

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 64.7 67.2 67.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

        ２. 売上高には、消費税等は含んでおりません。

        ３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

        ４．第58期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グル－プ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　    文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。   

　

   （1）業績の状況  

        当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国を中心としたアジア市場の旺盛な需要に支えられ順調に

回復してまいりましたが、３月11日に発生した東日本大震災と津波による原子力発電所の事故の影響によりサプラ

イチェーンの寸断、電力供給問題による工場の稼働率低下などにより大きな打撃を受けました。

        当社グループを取巻く環境につきましても、国内においては、当社の主要仕入先が震災により甚大な被害を被り、

自動車業界を中心に部材の供給が滞り、生産の調整により業績に影響を及ぼしましたが、仕入先の統合に伴う商権

の獲得により売上高は増加いたしました。

       但し、娯楽機器関連につきましては、震災の影響による部材調達難により新規開発の遅れ等生産計画が大幅に修

正されました。

       また、海外においては、震災の影響を受けた日系企業の生産調整により低迷いたしました。更に、新興国のローカ

ル企業は堅調なものの、欧州の金融不安の影響を受け欧米系企業向けは厳しい状況が続いております。

       これらの結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間における連結売上高は、259億５百万円（前年同期比

4.4%増）となりました。

　     利益面につきましては、上記売上増加により経常利益は３億27百万円（前年同期比22.7％増）、四半期純利益は１

億82百万円（前年同期比23.5％増）となりました。 

       

　　　　セグメントの業績は、次のとおりであります。

     電子部品事業

　      電子部品事業におきましては、売上高は226億77百万円（前年同期比4.4%増）となりました。

     ① 集積回路

　        国内においては、自動車電装関連においては震災の影響により大幅に減少したものの、仕入先の統合に伴う商権

の獲得により産業機器関連を中心に増加いたしました。海外においては震災の影響により日系企業向けを中心に

減少いたしました。

　        以上の結果、集積回路の売上高は94億90百万円（前年同期比1.0%増）となりました。

   ② 半導体素子

　        国内においては、自動車電装関連においては震災の影響により大幅に減少したものの、仕入先の統合に伴う商権

の獲得により産業機器関連を中心に増加いたしました。海外においては、震災の影響により自動車電装関連の日

系企業向けを中心に減少いたしました。

　        以上の結果、半導体素子の売上高は40億25百万円（前年同期比14.9%増）となりました。

　  ③ 回路部品

　        国内において、震災の影響は軽微であり、産業機器関連中心に堅調に推移いたしました。

　　      以上の結果、回路部品の売上高は39億69百万円（前年同期比0.4%増）となりました。

     ④ 電子管

　 　     国内において、産業機器関連向けが増加したものの、娯楽機器関連の市場低迷により減少いたしました。

　        以上の結果、電子管の売上高は10億73百万円（前年同期比5.8%減）となりました。

     ⑤ その他電子部品

　 　     国内において、産業機器関連向けにおいて海外向け設備投資関連が好調に推移いたしました。

　        以上の結果、その他電子部品の売上高は41億18百万円（前年同期比10.6%増）となりました。
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      アッセンブリ事業　

　      アッセンブリ製品   

          国内において、娯楽機器向けは減少したものの、設備投資関連向けが順調に回復し、産業機器関連向けでの新規

採用が寄与し堅調に推移いたしました。

　        以上の結果、アッセンブリ事業の売上高は20億37百万円（前年同期比14.2%増）となりました。 

 その他の事業

　      電子機器及びマイクロコンピュータの受託開発、ソフトウェア製作

　        国内において、ＰＣ周辺機器向け光ディスクドライブが減少いたしました。

　        以上の結果、電子機器及びマイクロコンピュータの受託開発、ソフトウェア製作の売上高は11億90百万円（前年

同期比9.2%減）となりました。

 　 

     （2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　　 （3）研究開発活動

　　　　　該当事項はありません。　

　

　　 （4）従業員数

　　　　　当第１四半期連結累計期間において、従業員数に著しい増加又は減少はありません。

　

　　 （5）仕入、受注及び販売の実績

　　　　　当第１四半期連結累計期間において、仕入及び販売の実績に著しい変動はありません。また、当社グループが営んで

いる主な事業内容は電子部品、アッセンブリ製品及び電子機器の販売及びそれに付随する商社活動であり、受注

生産活動を行っていないため、受注規模を金額で記載しておりません。

　

　　 （6）主要な設備

　　　　　前連結会計年度末において、主要な設備の新設、除却等の計画はありません。また、当第１四半期連結累計期間におい

て、主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等による著しい変動はありません。　　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,700,000

計 39,700,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 24,855,283 24,855,283
　東京証券取引所

　市場第一部　　

単元株式数

　100株

計 24,855,283 24,855,283 － －

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。　　

　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

    該当事項はありません。

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

　平成23年４月１日～

平成23年６月30日　
－ 24,855,283 － 9,501 － 9,599

　

　

（６）【大株主の状況】

  当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　　　①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

            101,400
－ －

完全議決権株式（その他）
 普通株式

24,722,300
247,223 －

単元未満株式
 普通株式

              31,583
－ －

発行済株式総数 24,855,283 － －

総株主の議決権 － 247,223 －

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

 新光商事株式会社
東京都品川区大崎　

一丁目２番２号
101,400 － 101,400 0.41

計 － 101,400 － 101,400 0.41

（注）　当第１四半期会計期間末日現在の自己株式数は101,478株であります。

 

２【役員の状況】

  該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　　　　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣　府令

第64号。）に基づいて作成しております。

      　

２．監査証明について

　　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、清陽監査法人による四半期レビューを受けております。

    なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

    第58期連結会計年度　

                              公認会計士  肥沼  栄三郎  氏  （公認会計士桜友共同事務所所属）

                              公認会計士  中市  俊也  氏    （公認会計士桜友共同事務所所属）

                              公認会計士  野中  信男  氏    （公認会計士桜友共同事務所所属）

    第59期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　

　                            清陽監査法人
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,108 13,102

受取手形及び売掛金 31,966 28,539

有価証券 2,500 －

商品及び製品 12,452 14,946

仕掛品 15 73

繰延税金資産 331 311

未収入金 ※３
 7,870

※３
 6,055

その他 329 332

貸倒引当金 △59 △44

流動資産合計 63,515 63,317

固定資産

有形固定資産 2,333 2,318

無形固定資産 400 361

投資その他の資産

投資有価証券 2,300 2,244

繰延税金資産 396 409

その他 1,806 1,745

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 4,493 4,388

固定資産合計 7,227 7,068

資産合計 70,743 70,385

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,856 14,741

短期借入金 2,752 2,332

1年内返済予定の長期借入金 1,500 1,500

未払法人税等 172 95

役員賞与引当金 28 7

その他 951 1,003

流動負債合計 21,261 19,680

固定負債

長期借入金 － 1,500

再評価に係る繰延税金負債 301 301

退職給付引当金 1,042 1,044

役員退職慰労引当金 2 3

資産除去債務 4 4

その他 151 199

固定負債合計 1,502 3,052

負債合計 22,764 22,732
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 9,501 9,501

資本剰余金 9,600 9,600

利益剰余金 29,879 29,690

自己株式 △77 △77

株主資本合計 48,904 48,715

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 84 66

繰延ヘッジ損益 － 0

土地再評価差額金 439 439

為替換算調整勘定 △1,818 △1,953

その他の包括利益累計額合計 △1,294 △1,447

少数株主持分 369 385

純資産合計 47,978 47,652

負債純資産合計 70,743 70,385
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 24,812 25,905

売上原価 22,674 23,672

売上総利益 2,138 2,232

販売費及び一般管理費 1,923 1,923

営業利益 214 308

営業外収益

受取利息 4 1

受取配当金 18 18

仕入割引 4 0

為替差益 36 1

雑収入 8 13

営業外収益合計 72 35

営業外費用

支払利息 13 12

雑支出 7 3

営業外費用合計 20 16

経常利益 266 327

特別利益

貸倒引当金戻入額 11 －

投資有価証券受贈益 9 －

その他 0 －

特別利益合計 20 －

特別損失

固定資産除売却損 1 －

投資有価証券評価損 14 26

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 26 －

その他 4 －

特別損失合計 47 26

税金等調整前四半期純利益 239 300

法人税等 65 100

少数株主損益調整前四半期純利益 174 199

少数株主利益 26 16

四半期純利益 148 182
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 174 199

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △177 △18

繰延ヘッジ損益 － 0

為替換算調整勘定 △321 △135

その他の包括利益合計 △498 △154

四半期包括利益 △324 45

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △348 29

少数株主に係る四半期包括利益 23 16
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

     税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は

税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

  （会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

    当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

 １　保証債務

  当社の従業員の金融機関からの住宅取得借入れに対し、債務保証を行っております。　
　

　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

従業員 30百万円 29百万円

　

 ２　受取手形裏書譲渡高
　

　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 18百万円 8百万円

　　

※３　未収入金

  ファクタリング方式により譲渡した売上債権の未収額が、以下の通り含まれております。      　
　

　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

ファクタリング方式に

より譲渡した売上債権

の未収額

　

7,370百万円

　

5,715百万円

　　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る

四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費

（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

　

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　

減価償却費 72百万円 64百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月４日

取締役会
普通株式 495 20 平成22年３月31日 平成22年６月８日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月３日

取締役会
普通株式 371 15 平成23年３月31日 平成23年６月７日 利益剰余金

 　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　 　
　

　報告セグメント
　

調整額
　

　（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額　　
　

（注）２　
 電子部品事業

アッセンブリ
事業

その他の事業 計

売上高       

(1）外部顧客への売上高 21,718 1,784 1,310 24,812 － 24,812

(2）

　

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

 計 21,718 1,784 1,310 24,812 － 24,812

 セグメント利益 667 49 39 756 △542 214

（注）１．セグメント利益の調整額△542百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△542百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門経費及び共通経費であります。

　    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

    （固定資産に係る重要な減損損失）

        該当事項はありません。

    （のれんの金額の重要な変動）

        該当事項はありません。

    （重要な負ののれん発生益）

        該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　 　
　

　報告セグメント
　

調整額
　

　（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額　
　

（注）２　
 電子部品事業

アッセンブリ
事業

その他の事業 計

売上高       

(1）外部顧客への売上高 22,677 2,037 1,190 25,905 － 25,905

(2）

　

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

 計 22,677 2,037 1,190 25,905 － 25,905

 セグメント利益 700 62 8 770 △461 308

（注）１．セグメント利益の調整額△461百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△461百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門経費及び共通経費であります。

　    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

    （固定資産に係る重要な減損損失）

        該当事項はありません。

    （のれんの金額の重要な変動）

        該当事項はありません。

    （重要な負ののれん発生益）

        該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5円99銭 7円39銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 148 182

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 148 182

普通株式の期中平均株式数（千株） 24,754 24,753

　 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　　① 平成23年６月３日の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。　

      （イ） 配当金の総額………………………………… 371百万円　

　    （ロ） １株当たりの金額………………………………15円00銭

      （ハ） 支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成23年６月７日

　  （注）   平成23年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

　

② その他の該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月９日

新光商事株式会社

取締役会　御中

清陽監査法人

 
指定社員

業務執行社員　
 公認会計士 石井　和人　  印

 
指定社員

業務執行社員　
 公認会計士 中市　俊也　　印

 
指定社員

業務執行社員　
 公認会計士 野中  信男　　印        

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新光商事株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任  

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新光商事株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。
　
利害関係　

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　
　

以　上　

　（注）１. 上記は、四半期レビュ－報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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